
 

 

 

 

 

 Brachistochrone Problem を解こう！ 

Ｖｏｌ．３【１1 月１４日(水)】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業者：齋 藤 康 則 

(筑波大学大学院教育研究科教科教育専攻数学教育コース) 
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先週の内容は覚えていますか？ 

 

 

( Acta Eruditorum,Leipzig,1696,P296 より) 

 

新しい問題 

数学者は解くことを求められる 

もし，２点Ａ，Ｂが垂直面に与えられるならば，自分自身の

重さで降下する可動質点Ｍが点Ａから点Ｂに最短時間で通過す

る経路ＡＭＢを見つけなさい。(翻訳者：齋藤) 

 

 

 

 

 

 

Brachistochrone 

Problem とはどのよう

な問題か覚えています

か？ 

今日は皆さんに私の考

えた解法を考えてもら

いましょう。  
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『２点間を結ぶ光

の経路は，その時間

を最小にするもの

である｡』  

私の原理からあな

たは何を得ること

ができましたか？ 
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Ｃｈａｐｔｅｒ５  Brachistochrone Problem を解こう！(その２)  

 

 

 

Smith，A Source Book in Mathematics(P６４４～P６５２より

抜粋，日本語あり【翻訳者：齋藤】)を読んで，ジャン・ベルヌー

イが Brachistochrone Problem を提出してからの経緯を考え

ていきましょう｡ 
 

問い 

① ベルヌーイが問題を提出してから，自ら解答するまでの経過 

 

② ベルヌーイが幾何学者と微分積分学者へ抱いた思い 

 

③ ベルヌーイが Brachistochrone Problem を解く際に用いた方法 

 

 

 

ホイヘンスは光学の研究をするにあたって，フェルマーのアイデア

をしっかりと身につけ，それを完成させた。彼は光の運動を直線運動に

限定せず，場所場所で光速が連続的に変化しているような媒質中での曲

線運動は多様多種に見えるけれども，そのどれにも基本的性質として最

短時間への志向があらわれていることを示した。 

(『マッハ力学』エルンスト・マッハ著 伏見 譲訳，講談社 より) 

↓↓↓ 

ジャン・ベルヌーイは Brachistochrone Problem を解く際，目的意識を

もって落下運動を光の運動でおきかえた。(この種の問題は落下運動に関

しては未解決であるが，光の運動に関しては既に解決済であることにジ

ャンは気づいていた。) 
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(出典：Leibnizens mathematische Schriften) 
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【英訳】 
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(Smith,A Source Book in Mathematics,P652~P653 より抜粋) 
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  参 考 
 

平成 1５年度より施行される高等学校新学習指導要領 
『基礎数学』に関する資料 

 

 

     

(文部省：高等学校学習指導要領解説 数学編理数編【 P14】より抜粋)  
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(文部省：高等学校学習指導要領解説 数学編理数編【P31~P34】より抜粋) 


